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連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

仕事の質と量を⾼い⽔準で求めているので、そこを維持向上させるにはどうしたらよいかを双⽅の知恵を出し合って取り組んで⾏く必要があ

る。

今後、新しい商品開発にも取り組む予定もあるので、知識と技術の向上に努めていただきたい。

単一作業から複合的作業へ、能力の向上を図りチームで仕事に取り組み、

一⼈ひとりが協力しながら就労意欲の向上を目指した。

今まで周りが気になって集中しきれなかった⼈には、仲間に簡単な指示権限

を持たせることで、責任ある作業を⾏うことができるようになった。個別作

業ばかりで、不安が大きくなっていた⽅は、近くの同僚に確認ができること

で安心して集中できるようになった。

今後は、「拘り」をマイナスとせず、チームの中に取り入れることで、信頼

し信頼される就労の形を目指す。

連携先の企業等の意見または評価

電話番号 082-275-4910

１．活動場所

　　広島市⻄区草津本町6-3　有限会社　坂井屋

２．実施日程

　　令和1年11月より、20~22回/月の実施

３．実施した⽣産活動・施設外就労の概要

　　⼿造り練り物製品の製造補助業務、原材料の下処理、商品梱包

　　仕分作業、出荷準備業務、資機材の洗浄

　　軽作業（商品シール貼り、梱包資材作成など）

４．利⽤者数：8~12名/１日

地域の中で⼈⼿不⾜が顕著である⽼舗蒲鉾屋と連携をすることにより、

・連携企業は⼈⼿不⾜の解消、及び新たな担い⼿の育成を実現する。

・利⽤者は、地元名産「がんす」「草津かまぼこ」に携わることで、

　地域社会の一員として参加していることを実感する。

　また、食品製造業に携わることによる就労意欲の向上を図る。

・弊社としては、地場産業を通じて地域経済との結びつきを継続する。

⼿先の器⽤さ、力強さ、素早い判断力など個々の得意とするパートで能力を発揮できている。

以前は個々の作業に集中するため、一律に利⽤者同士での干渉をよくないこととしていたが、チーム連携を重視させる取り組みによって活き活

きと仕事に取り組む利⽤者も増えてきた。

協力することで作業効率が上がり、オーダーの達成率も安定してきている。

今後はチーム連携が個⼈負担に繋がらないよう、個々に⾼い意識を持ち業務に取り組んでいただきたい。

連携先企業名 有限会社　坂井屋 担当者名 髙﨑　明彦

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 self-A　もみじ

住　所 広島市⻄区草津新町2丁目17番17号

3410214906

森脇　崇

令和６年度

様式１

「がんす」の成型作業 「がんす」の検品・袋詰め作業

原材料（魚）の下処理作業


